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能代高等学校２年生が就業体験学習 
～津波防災施設、復興道路工事現場を体験～ 

 秋田県立能代高等学校では、毎年２年生を対象としたインターンシップ（就業体験学
習）を実施しています。 
 このたび、２年生の生徒１名から「将来復興に携わる仕事に就くことを希望しており、
復興最前線の現場で体験学習したい」と要望があり、平成２６年７月２４日（木）、２５
日（金）に、復興道路や防災等に関する仕事について学習しました。 
 １日目は、国道４５号田老荒谷地区の嵩上げ事業や田老津波防災ステーション、津波避
難階段などを見学し、地域のまちづくり計画と一体的に行う被災地の復興支援や津波対策
について学習しました。 
 ２日目は、震災復興のリーディングプロジェクトとして従来にないスピードで事業を進
めている三陸沿岸道路（田老岩泉道路）の小本トンネル工事現場などを見学し、三陸沿岸
道路の概要・整備効果や、具体的な工事現場の作業について学習しました。 
 体験学習後、「復興の現場を間近で体験することができ、とても貴重な経験でした。」 
「将来復興の仕事に携わるため今後もしっかり勉強したい。」などの感想がありました。 
 自分の夢に向かってこれからも頑張ってください！  

 三陸国道事務所では、地域の教育機関が行う「総合的な学習の時間」の授業に対し、
より実践的な学習ができるよう、現場見学や各種施設の見学会、出張出前講座等を通じ
た協力を行っています。 
 詳しくは、三陸国道事務所 地域づくり相談室（tel ０１９３－６２－１７１１） 
までお気軽にお問い合わせください。 

▲工事を加速するため建設中
の公共生コンプラントを見学 

▲小本トンネルの掘削現場で 
掘削作業について学習 

▲実際の工事打合せにも 
参加しました 
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